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ζとは.最も緊要な課題の一つであると思われるa 者は80名となっている.tの10 3 名を罪種~[IIC.みると強か
当校においても上述の傾向と閉じ事態がぽつぽつ発生し.その対 んS2名.強制わいせつ21名である。
策指導を合職員で研究しているが .現在のととろとれといった決め b 学職業別
手は持、あわせていない。 中掌生 2 9名 31.9% 
高校生 ) 0名
























樹立し ，その推進をはかり，とれに必要な指導者の養成を働き e 集団非行の状況
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l名 L 0% 
かける。 非行少年は集団で行なう場合が多い。 10 3名のうち集団で













学聡業別 学生生徒 3 1名 ( 6% 
項目によって男女差t;あるが，指導にも男女差をじゅうぶん考慮
しなければならないと丑えられる。
有~者 l 8名 35% 
張践者 1 0名 13% 2 教えてほ しいことの調査
幼児 S名 6% 
学生生徒を学d:別にみると 調査人員男子1.1 5 3名 女子 1.2 81名
小学生 I 9名 男主交際 S 1 4名 3 6 'i 
中学生 14名 子どもが生まt.るわけ 4 8 6名 20% 
高校生 3名 月経 4 0 3名 17% 
大学生 lt 恋愛Kついて 3 3 9名 14% 















実の恐るべき事実を知り .白分たもの地域rc.t少なくともEのよう があり .t.のζとが性非行の潜在的原因として.過去の生活史に求
なt.~はありえないといった簡単な考えはうちすてなければならな められるこ とは，けっしてまれなものでないという理解だけはもつ
いと馬じた。 Eのほか表面にはでてとない経度の性的非行は締当あ ていなければならないと思う。







l 皐熱調査 a 炎緩や寄生虫の害をとりのぞい
(新禽県養護教諭都会資料より) b 惑い教唆をする同年ないしは年長の者を遠ざける。
性に関十る用語，純潔 .月経.子宮.卵巣.こう丸 .オナニー . c 医師の暗示。

















区若しおか ，まわりの人有が.性的異常者のために図らきれるかと a 性感初発
いう両面から見るととができる. b オナニー





























男性は女性を .女性は男性をばく然と意識し.それが，さらに具 d そのぬの調査
体的に発達して呉牲にふれたいという欲求になってあらわれる。 E 興味 範味 I~ヰのすききらい Jffi~ 












































































れつつある。また.天然ガスの発掘によって.J 4年春協科lガス りやすい。ことで考えてみなければならないζとは .専門家とはだれ
-1 9ー

























































































































































修正l.， .本畿の実態~W ，た鈍ìI教育力 1) キュラム作成を願って
いる。
むすぴ
前途の研究を足がかり虻して.今後もっともっと深く研究を推
し道め.1Bも早〈本格酎な純潔教育実施を心から踊っている次
第である。上述の研究と主行させ ，不幸にして非行が発生した場
合の治療法についても ，絶えまない研究を続けてい〈 つもりであ
る。
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